
同
会
は
会
員
一
＿
一
百
五
十
余
名
を
有
し
、
本
校
工
芸
部
内
に
事
務
所
が
置
か
れ

島

杉

（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
八
巻
第
七
号
。
大
正
九
年
一
月
）
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イ
ロ
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山

＇ /‘ 

紫

水

謂
様
に
依
て
胡
蒼
を
霊
け
る
も
の
亦
少
か
ら
さ
り
し
か
為
に
世
の
エ
藝
美
術

を
見
る
事
極
め
て
軽
く
因
襲
の
久
し
き
今
に
尚
僅
に
藝
苑
の
末
班
に
列
す
と

為
し
或
は
正
に
二
壽
を
箱
聾
彫
塑
に
輪
せ
り
と
為
す
共
に
謬
れ
る
の
甚
し

き
も
の
に
し
て
畢
覚
す
る
に
均
し
く
理
想
の
之
に
逆
痰
せ
る
所
以
を
解
せ
さ

る
も
の
4
言
た
る
に
過
き
す
と
雖
と
も
一
面
作
家
の
態
度
亦
憶
焉
た
ら
ざ
る

も
の
あ
り
し
に
職
由
せ
す
ん
ば
あ
ら
ず
然
も
現
時
猶
過
渡
期
に
陽
し
或
は

藷
法
を
墨
守
し
て
巧
に
誇
り
他
は
新
様
を
追
ふ
て
徒
に
奇
を
街
ひ
渾
然
醒
熟

能
＜
醇
境
を
拓
開
す
る
も
の
あ
ら
ず
世
人
を
し
て
盆
工
藝
美
術
の
員
趣
を

解
せ
ざ
ら
し
め
斯
道
の
焚
展
之
が
為
に
塞
か
れ
祉
界
の
待
遇
重
き
を
加
へ
ず

作
家
の
地
位
向
上
す
る
に
由
な
し
質
に
慨
嘆
に
堪
え
さ
る
な
り
吾
人
同

窓
の
身
を
工
藝
美
術
界
に
致
せ
る
も
の
既
に
三
百
五
十
人
奮
起
協
力
し
て
以

て
道
に
盛
し
先
づ
自
ら
覺
め
て
以
て
導
か
ば
得
る
所
蓋
し
料
る
べ
か
ら
ざ
る

も
の
あ
り
て
妓
に
一
新
時
代
を
劃
出
す
る
の
秋
あ
る
や
必
せ
り
初
て
妓
に

〔
マ
マ

〕

翼
く
ば
賛
に
吝
な
る
勿
れ

本
會
の
組
織
を
企
つ

葬
儀
は
、
九
月
二
十
五
日
午
後
一
時
谷
中
斎
場
に
て
仏
式
で
行
わ
れ
た
。

た
。
上
出
月
報
第
十
八
巻
第
八
号
（
同
年
二
月
）
に
「
此
程
質
行
委
員
を
畢
げ

官
展
に
エ
藝
美
術
科
設
置
の
建
議
、
並
に
同
意
を
求
む
る
為
め
、
文
相
始
め
帝

國
美
術
院
會
員
宅
を
歴
訪
し
て
意
見
を
開
陳
し
た
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
同
会

は
大
正
九
年
か
ら
帝
展
参
加
運
動
に
乗
り
出
す
。

⑫

海
野
美
盛
死
去

本
校
金
工
科
主
任
教
授
海
野
美
盛
は
、
腎
臓
炎
の
た
め
療
養
中
だ
っ
た
が
、

脳
溢
血
を
併
発
し
、
大
正
八
年
九
月
二
十
二
日
午
後
五
時
、
上
野
桜
木
町
の
自

邸
に
て
死
去
し
た
。

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
八
巻
第
四
号
の

「
藝
苑
彙
報
」
に
、
本
人
お
よ
び
遺
作
銀
製
寿
老
及
獅
子
置
物
の

写

真
、

略

歴
、
葬
俄
の
報
告
と
正
木
直
彦
学
校
長
の
弔
詞
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
九
月
二
十
三
日
の
東
京
朝
日
新
聞
、
時
事
新
報
に
も
逝
去
の
記
事
が
あ
る
。

海
野
美
盛
は
、
水
戸
派
彫
金
の
大
家
海
野
盛
寿
を
父
と
し
て
、
元
治
元
年
十

一
月
十
五
日
東
京
下
谷
池
の
端
に
生
ま
れ
た
。
幼
少
よ
り
美
術
を
志
し
、
父
よ

り
金
属
彫
刻
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
酒
井
道
一
、
河
鍋
暁
斎
ら
に
日
本
画
を
学
ん

だ
。
明
治
二
十
二
年
に
は
古
美
術
研
究
の
た
め
に
奈
良
、
京
都
を
訪
れ
、
こ
の

期
間
、
小
倉
惣
次
郎
に
就
き
西
洋
彫
塑
も
学
ん
で
い
る
。
明
治
三
十
一
年
二
月

に
本
校
助
教
授
、
同
五
月
教
授
と
な
る
。
同一
―-
+―
―一
年
の

。ハ
リ
万
博
に
は
私
費

を
投
じ
て
渡
欧
。
同
三
十
六
年
、
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
賞
牌
製
作
に
関

し
て
欧
米
に
出
張
。
同
四
十
三
年
日
英
博
覧
会
に
際
し
て
も
、
審
査
官
と
し
て

渡
英
し
て
い
る
。
日
本
の
伝
統
的
な
彫
金
技
術
に
西
洋
彫
刻
の
造
形
を
加
味
、

日
本
彫
金
の
近
代
化
に
努
め
た
。
近
く
帝
室
技
芸
員
に
任
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
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